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 しかしながら，現在，超低磁場で MR 画像を撮影可能な装置は存在しないため，本研究では，ソフトウェアによる
シミュレーションにより本装置を実現し，患者画像に適用することで，ハードウェアも含めて本装置を開発する意
義を明らかにする．このとき，具体的な研究の目的は，1)高磁場 MR 画像を用いた超低磁場 MR 画像の作成と，2)作
成された画像からの病変検出および疾患判定アルゴリズムの設計となる．まず，1)においては，MRI の撮影時に得ら
れる 2 種類の画像である強度画像と位相画像に対して，それぞれ MRI の撮影原理を考慮することで，解像度とコン
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[主な業績］ 
【題目】リハビリ効果の可視化のためのワイヤレスセンサによる歩行測定法の検討 
【概要】歩行のリハビリ効果を見る一つの大きな要素として，歩行スピードの増加が挙げられる．歩行スピードの
変化は一定距離の歩行時間を測定すれば良いが，何が悪いために速度が上がらないか，また，何が良くなったため
に速度が上がったか，分かることで，詳細なリハビリプログラムを組むことができる．歩行のサイクルは，踵着床，
つま先着床，踵離床，つま先離床といった 8 つの相（以下，歩行周期と呼ぶ）に分類されており，それぞれの相に
かかった時間によって理学療法士はリハビリプログラムを検討することができる．しかし，現状では，主観による
歩行の判断を行っているため，8 相のような細かい分割および計測をすることは困難である．そのため，これらを定
量的に得られる方法が求められている． 
 本研究では，歩行周期の定量化を目的とし，無線センサを用いた取得および測定法を提案する．無線センサを使
うことで，患者への装着が容易であり，また，歩く場所が確保できればどこでも取得可能であることから，患者の
負担軽減を中心にシステムを利用することが可能である．使用する無線センサでは，加速度・角速度を取得でき，
これらの情報から歩行周期を求めることを可能とする． 
提案手法を用いて歩行スピードの変化による歩行周期の変化について健常者に対して測定したところ，歩行速度
の変化における歩行周期の変化が理論値と一致することを確認した．さらに，患者に対して適用したところ，主観
では失われていると見える相でもデータから見ることができ，患者適用への可能性が示唆された． 
 
【題目】和太鼓における「勢い」「キレ」の技能の抽出法の検討 
【概要】和太鼓において重要なことは良い音を出すことである．良い音を出すためには，大きい音を出す要素の「勢
い」や音にキレを出す要素の「しなり」が特に重要である．しかし，学習者はこれらの要素がどの程度習得できて
いるかわからないため，定量的に取得･提示する必要がある． 
 本研究では，バチさばきにおける「力」の使い分けに着目する．太鼓では，力任せに打つだけでなく，しなりを
生み出すための手首や肘の連携が必要であり，力の入れ抜きがその中に含まれている．そのため，バチを振り抜く
までの間，どのように何が変化するかを知る必要があるが，バチさばきを取得する方法としては，高速撮影カメラ
やモーションキャプチャなどがある．しかし，それらから「力」がどの程度入っているかを正確に知ることはでき
ない． 
 そこで本研究では，「力」の変化の取得を目的とし，加速度センサを用いることによる直接的な取得を試みる．加
速度センサを手首に装着し，高速撮影カメラで同時に取得し，基本練習におけるタイミングや行動を確認したとこ
ろ，加速度ベクトルの大きさが手首や肘の連動や力の大きさの測定に向いていることが分かってきた．そこで，測
定された結果を用い，それぞれの要素の習得度を定量的に算出する手法を提案した．提案手法によって，加速度ベ
クトルの大きさと傾きを用いて，技術要素の技量の比較を行うことが可能となった．また，要素の散布図を用いる
ことで，技量の分類を容易にすることを可能とした． 
 本実験では，基本の一つしか扱っていないため，他の基本の打ち方や，演目などへの応用が課題である． 
